
 

 

 

 

 

 

 

強くしなやかな浦島桃太郎へ 
副校長  砂場 路子 

 

先日、「中国地区国立大学附属学校ＰＴＡ連合会総会並びにＰＴＡ実践活動協議会 松江大会」（以下中附Ｐ連）に

参加しました。その中での、「先のみえない中を生きる こどものためにおとなは･･･」という演題で東京大学社会科

学研究所長である玄田有史さんの講演が心に残りました。玄田氏は、「ニート」という存在を世間に広く知らせた方で

す。玄田氏は島根大学教育学部附属小･中学校卒業生です。「希望」についての研究をされているとのこと。 

玄田氏は、「宇宙飛行士としてふさわしいのは、桃太郎ですか、浦島太郎ですが。」と尋ねられました。この問いに皆

さんはどちらと答えますか。私は、志高く、目標に向かって仲間（正確にはお供）と共に突き進んだ桃太郎だと思いま

した。しかし、回答は「浦島太郎」だったのです。宇宙は未知なる世界であり、予測不可能なことがたくさんあり、時

には自分の選択した方法で命を落とすこともあるそんな過酷な世界だそうです。そのような中で活動する宇宙飛行士

の資質を昔話になぞらえて説明されました。浦島太郎は、いじめはだめだという社会常識と実践力があり、亀の誘い

のままに未知の世界へと旅をする。竜宮城での楽しい毎日がありながら、元の世界へ戻ると決めたら、自分の意思を

貫き･･･。未知の世界へ飛び込み、自分で決断する、しかしその決断に後悔はしないそのような資質が宇宙飛行士には

必要、なるほどと思いました。ただ「桃太郎」のような高い志は大切であるということから、予測不能な社会を宇宙

に例えて考えると、これからの未来の子供たちに必要なのは、「浦島桃太郎」的資質であると。 

今までの教育は、どちらかというと桃太郎のようなエンジニアリング的思考を重視しがちであったが、これからは、

浦島太郎のようなブリコラージュ的思考も必要だと言われました。とても興味深かったです。 

   エンジニアリング的思考           ブリコラージュ的思考 

    ・できるだけ多くの想定をする        ・想定にとらわれない 

    ・順序立てて実行する            ・やれることは全部やる 

    ・みんなと助け合って行動する        ・自分で考え率先して行動する 

よく、人は失敗から学ぶと言いますが、大人は、特に我が子には失敗はしてほしくないと望み、レールを敷きがち

です。我が子を思うが故です。心に余裕がなければ、失敗を次へのステップとして受け入れることはできないかもし

れません。しかし、大人が焦らず待つことが子供の心の成熟を促すことにつながると話を結ばれました。 

先の見えない激動の中で、柔軟に対応し、自分の選択したことを後悔しない、そのような強くてしなやかな子供た

ちを育てたいと思いました。 

令和７年には、中附P連鳥取大会が開催されます。 

 

話は変わりますが、発明協会の方が来校され、発明コンテストの表彰式を校長 

室で行いました。５年生は発明学を学んでいるため、たくさんの子供たちが応募 

しました。不便を便利に変える「＋、－、×、÷の思考」を元に、社会問題に関 

与したもの、日常の生活を見直したもの、子供らしい素直な発想のもの、たくさ 

んの柔軟なアイデアに感心しました。子供たちの力は無限大,そう感じました。 

 

最後になりましたが、懇話会主催の「わくわく！附小防災体験」は、附属学校ならではの大学と連携したもので、楽

しく実になる学びでした。他の学校に紹介したい自慢の取組です。準備から運営まで本当にありがとうございました。 

野間先生が退職されます 

 図書館司書の野間 亜紀先生が11月30日で退職されます。図書館の飾りつけや本に興味を持ちやすく

するためのイベントなど、たくさんの子供たちが図書館に集まりやすい雰囲気を作ってくださいました。 

野間先生より 

図書館に来てくれる児童のみなさんから、また、委員会の児童から多くのことを学びながら過ごした一年間でした。 

短い間でしたが、子供たちと過ごせた時間は宝物だと思っています。ありがとうございました。  

「尚徳」１１月号 第６１４号 令和５年１１月２７日 

鳥取大学附属小学校 学校便り 

https://sho.fuzoku.tottori-u.ac.jp/ 

 

題字「尚徳」は，住川英明 鳥取大学名誉教授（元校長） 



 

＊＊＊ 全校一斉造形遊び ＊＊＊ 

 １１月９日に全校一斉造形遊びを行いました。これは、図工の「造形遊び」の学習を全校が一斉に行うもので、学年ごと

に学習内容を決めて取り組みます。 

全校が一斉に行うので、その時間は校内の色々な場所が創造的なアートに溢れ、見ている側もとても楽しくなる活動です。

各学年で、次のような造形遊びをしました。 

 

 

 

 

   

 

   
 

 

 

 

研究発表大会 

１１月２日（木）に４年ぶりにオンラインでない研究発表 

大会を行いました。本校の研究主題に興味をもっていただき、参加された人数 

は６０名を超えました。本校の研究を広く多くの皆様に知っていただくよい機 

会となりました。県外から参加申込された方もあり、全国各地に情報発信する 

ことができました。 
本年度は「個別最適な学びが、未来の知への探究心を高める」を研究主題に 

発表しました。授業公開とあわせて分科会・講演会も行いました。公開授業では、研究主題と併せて各教科・領

域の研究テーマに沿った内容の授業を参観していただき、分科会ではその内容について協議していきました。 

講演会では、京都大学大学院の石英 

真先生に「個別最適な学びと協働的な 

学びの一体化の実現に向けて」という 

演題で話をしていただきました。講演 

では、個別最適な学びと協働的な学び 

の授業における子供たちの姿や教師側 

の意識の変化の必要性などについてお 

話ししていただきました。参加者の皆様に、個別最適な学びや各教科・領域の研究を生かした授業イメージをも

っていただくよい機会になりました。       

「いっぱいつかって なにしよう」 

紙コップを並べたり積み重ねたりする

活動を通して、思い付いたことを表現

しました。 

「しんぶんしとなかよし」 

新聞紙の大きさや感触を全身で味わ

い、新聞紙の使い方を工夫しながら思

い付いた活動を楽しみました。 

「クミクミックス」 

段ボール片に切り込みを入れて、組

み合わせてスカイツリーなどの建物を

イメージして組み上げました。 

「ここをつつんだら」 

カラフルな袋を使って、包む物や包み

方を工夫して変わっていく形の感じを

楽しみました。 

「光と場所のハーモニー」 

透明素材とライトが織りなす色とりどり

の模様を工夫して作り、美しい空間を

楽しみました。 

「ここを変身させて」 

校舎内を、場所や遠近の特徴を生か

して、見る人が楽しくなるような空間に

なるように工夫して飾り付けました。 

学校の様子 


